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1. 開会 

 
事務局： 時間となりました。ただ今から第１４回

むつ市総合会議を開催いたします。 

本日は、市民の皆様と一緒に講演会を聴講し

ていただきます。 

   講師には、陰山ラボ代表で教育クリエーター

であります陰山英男氏をお迎えし、「常識を破

ればこどもは伸びる」と題して講演いただきま

す。 

   講演に入ります前に、むつ市総合教育会議議

長でありますむつ市長宮下宗一郎がご挨拶いた

します。 

  それでは、宮下市長お願いします。 

 

宮下市長： 本日は皆様お忙しい中お集まりいただ

きましてありがとうございます。 

また、陰山先生におかれましても、このむつ

市総合教育会議にご参加いただいてご指導仰ぐ

ことを心から感謝申し上げます。 

 現在の、むつ市総合教育会議ですけれども、

むつ市の教育大綱という、教育の大元になる計

画を作るために、市長中心に、教育長、教育委

員会の皆様と共に合議する中で策定していくも

のでございます。 

５年前に策定してちょうど今見直しの時期に   

なっているとのことで、虚心坦懐で現在の教育

の状況そして未来に向かってどのような新しい

方針が必要なのか議論を深めていくところでご

ざいます。 

私は、むつ市の行政、様々重要事項あります

けれども、この教育というものが常に最優先課

題であるという風にとらえています。そして、

私自身もこの教育行政を担っている一員だとい

う風に感じる事が出来る時、一番充実した気持

ちになるときです。と申しますのは、子ども達

が常に無限の可能性を私たちに提示してくれて

います。昨日も大湊中学校の生徒さんたち私の

所に表敬に来てくれたんですが、三行詩という

分野で、全国でナンバー１、優勝したというこ

とで報告がありました。また、１年過ぎてみま

すと各小中学校で全国大会にスポーツ、作文コ

ンクールなど様々な部分で子ども達は活躍して

くれています。 

一方で私たちの地域というのは、様々な、産

業もそうですが、制約が非常に多い地域だと思

っています。そうした制約を大人達の力で、力

を合わせて取り払っていくことも必要なことだ

と思います。 

私たちの最大の課題というのは、学力の向上

だと思っています。ここの環境が、どんどん悪

化をしているというのが今のむつ下北の現状で

ありまして、と申しますのもやはり高校が全入

という形になっています。希望する子が大体入

れるそのような状況になれば、競争が起こりま

せん。健全な競争なくしてなかなか子ども達と

いうのはいい成長がない。もちろん過度な競争

は子ども達を締め付けることもありますけれど

も、健全な競争がない環境の中では、なかなか

子ども達は成長しないということがあります。

公表ももちろんされていないデータであります

が、それが顕著に出ているのが高校入試の点数

です。ほかの圏域に比べて圧倒的にやっぱり低

い状況にこの圏域の子ども達がなってしまって

いる。そういう状況が、いまこの私たちの地域

に重くのしかかっている現状だという風に思っ

ています。 

ただ、一方で明るいニュースもあり、おとと

しですか、去年かなありました、田名部高校か

らまさかり高校という、医学部進学特進コース

を経て東京大学に入学してくれた志学生もいま

した｡彼女自身が私たちの企画があったから東

大に行ったということではないと思います。も

ちろん個人の能力があると思いますけれども、

学力の面でもやっぱり私たち下北むつ市の子ど

も達しっかりした環境を整えれば必ず伸びてく

れると信じています。いい大学行けば、東大行

けばそれでいい人生送れるという世の中ではあ
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りません。一方で基礎的な学力というのはどの

場面でも社会で求められているものですし、そ

れを地域のあるいは私たちの大人の環境の制約

なくして、子ども達にしっかりと身につけさせ

るのも私たちの責務であるいう風に感じていま

す。 

   今日は、陰山先生をお招きして、学力の向上、

家庭、地域、学校のありかたというところまで

話が及ぶと思います。まずは、子ども達に勉強

させる前に、私たちがしっかりと勉強して、子

ども達の環境をしっかりと整えていきたいと考

えておりますので、今日一日で虚心坦懐、今ま

での思い込みを捨てて、陰山先生のお話をしっ

かり聞いて、私自身も勉強していきたいと思い

ますので、最後までみなさんどうぞつきあいい

ただきたいと思います。 

冒頭挨拶は以上とさせていただきます。本日

はよろしくお願いいたします。 

 

事務局： 出席者紹介 
     （市長ほか、席移動） 

 

事務局：それでは、本日の講師であります、陰山英

男氏をご紹介いたします。 

   陰山氏は、小学校教師時代に反復学習や規則

正しい生活習慣の定着で、基礎学力の向上を目

指す「陰山メソッド」を確立され、脚光を浴び

ました。 

 ２００３年（平成１５年）４月広島県尾道市

立土堂（つちどう）小学校校長に、全国公募に

より就任。百ます計算や漢字練習の反復学習を

続け、基礎学力の向上に取り組むかたわら、そ

ろばん指導やＩＣＴ機器の活用など新旧を問わ

ず積極的に導入する教育法によって子ども達の

学力向上を実現しております。 

   近年は、ネットなどを利用した個別の小学生

英語など、グローバル人材の育成に向けて提案

や実践などに取り組んでおられます。 

   現在、陰山ラボ代表、一般財団法人基礎力財

団理事長の職に就き、また、教育クリエーター

として活躍し、子ども達の学力向上に成果を上

げております。 

   以上で、陰山英男氏の紹介を終わります。陰

山先生ご講演よろしくお願いします。 

   

2. 講演 
 

   本日はこのような形でお招きいただき、あり

がとうございます。このようなコロナ対応の中

でのオンラインの講演は今度が初めてで、この

声が皆さんに伝わっているのか、午前中にスタ

ッフと打ち合わせ等念入りにやりましたが、不

都合がありましたら連絡下さい。 

 コロナ禍の中で日本中の学校が、昨年度の３

月から５月まで休校余儀なくされ、授業時間数

が足りなく中で、それを補う実践が行われたと

思います。私自身もこういうところに関わりな

がら、日常ではない時だからこそ、普段では出

来ない挑戦もあるのではないかということで、

福岡県の田川市とか飯塚市の市と連携しながら

地域あげて実践をして参りました。その結果、

今日お話しさせていただくのは、そもそも、子

ども達の教育であるとか、学力向上について、

まだまだ分かっていなかったということがたく

さん出てきました。そのことをこれから申し上

げようと思いますが、データを画面で共有化し

ていただきながらやっていこうと思います。 

  「常識を破れば子どもは伸びる」、副題とし

てチャレンジングなことを書かせてもらいまし

た。「漢字の書き取りのノルマをやってはいけ

ない」。日本全国どこでもやっている、漢字を

１ページやってきましょう、１０回書きましょ

うみたいな宿題があるかと思うんですけど、こ

れは、漢字の覚え方としては、能率が悪いどこ

ろか、これをやるから漢字を覚えられなくなる。

最近そんな風に思うになりました。きっかけは、

３０、４０年前から勤務しておりました兵庫県

の山口小学校というところです。（画面の）右

上の城跡の景色見られたことがあるかもしれま
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せん。天空の城、竹田城というとところです。

兵庫県の山の中にありますが、その麓の小学校

です。旧朝来町でございます。奇しくも市長さ

んがおっしゃったことと同じことが、３０年前、

兵庫県教育委員会が各地域毎の高校入試の結

果を発表しましたところ、なんと、山口小学校

の地域が県下でもほぼ最下位という状態になっ

たことであります。中学校の先生方が、各地域

を回って土下座してお詫びしたということがあ

りました。それがちょうど３月です。４月に山

口小学校に赴任しました。辞令交付式は、普通

華やいだ雰囲気であるのが普通ですが、桜の咲

く中、重苦しい雰囲気の中で、山口小学校の実

践がスタートしたのを覚えています。今でも忘

れませんが、教育長が振り絞る声で、「学力を

つけてほしい。」と、真剣におっしゃったこと

が今でも心に残っています。そこから、私が従

来から研究していました、読み書き計算の反復

学習とか生活習慣の改善ですね。これを先生方、

地域と一体となって進めていくことになります。

すると、１年２年３年と経つうちに、驚くこと

がおきてきました。それは、従来では考えられ

ないほど子ども達が伸びていったわけです。（画

面の）右下にあります下のグラフ、算数の数量

関係というところ見て下さい。１４５という数

値が出ています。これはですね、速さ時間距離

とかパーセントなど、小学校の算数では一番難

しいといわれるところが、全国平均が１００と

した場合に１４５という、とてつもない高い数

値を出したわけです。実際、私たちが子どもを

指導していってですね、単に賢いというレベル

では言えないくらいすごい力を持ってしまった

なと感じました。それから、この子達がこれか

らどうなっていくんだろうか。ということを考

えていましたところ、卒業して６年経って大学

入試に挑戦します。浪人生を含みますが、結局

５０名のうち７名がトップ校という大学に合格

していきました。北大農学部が１人、東北大医

学部が１人、神戸大医学部が２人、京都府立医

大が１人、大阪大学理学部が１人、名古屋大学

の医学部が１人、ということで圧倒的な結果で

した。普通の塾や予備校の中の成績といっても

よく、どこに出しても恥ずかしくない高い結果

だと思いますけれど、これは、皆様と同じ、普

通の小学校の、普通の子ども達の一つの学年の

成果であります。皆さんに注意していただきた

いのは、公立小学校の実践なので、難関大学突

破の勉強をさせるはずないです。教材もありま

せん。ただただやるべき事を徹底していく。読

み書き計算徹底してやっていくことで、こうい

うことが見えてきました。ですから、こういう

ことが多くのところに広がっていって、近年で

は福岡県の筑後地区、地域的にも厳しく、よく

言われたのが、生活保護の家庭も多く、地域的

にもいろんな問題を抱えていると。今時に言う

と、家庭の収入が低いと、子どもの学力も高く

ないみたいなことを言われますけれど、そうい

うことが本当に当てはまるのであれば、お先真

っ暗な地域でありました。そのことは、３０年

前の朝来、山口小学校にも言えることでありま

した。しかし、そういうことではないというこ

とが、私自身実践の中で感じたことです。 

   では、どんなことが起きたのか解説していき

たいと思います。 

   （画面で）ここに、漢字の習得率があります。

全国平均です。１年生くらいであれば黒い方は

ちゃんと書けるかというデータですが、１年生

が漢字書けるかというと９割ぐらいですが、４、

５、６年生になってくると６割くらいしか書け

ない。６割くらいしか書けないということは、

読む力というのも弱く、最近教科書を読めない

中学生、高校生を指摘される論調もありました

けれど、昨日今日始まったことではありません。

私が校長をやり始めた頃から中学や高校の子ど

も達が教科書を読めない、もうちょっと言うと

小学生でも高学年になってくると、詰まること

なく教科書を読めるというのは、半数も入れば

良い方です。放置していると必ず詰まります。

何で詰まるというと、きわめて単純明快、漢字

の読み書きが出来ないからです。そこで、漢字
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やりましょうということで５回じゃ足りないか

ら１０回しましょうという指導がなされますが、

絶対やってはいけないことです。なぜかという

と、１０回書きなさいというと１０回書くこと

が目的になってしまうからです。要領のいい子

は、最初、「へん」ばかり１０回書いて、その

あと「つくり」を１０回書いて、１０回書きま

したと言います。それは１０回漢字を書くとき

に漢字のことを一切考えないと言うことです。

それは学習でなく、作業です。漢字を書きなが

ら漢字のことを考えない、このことは子ども達

が漢字を覚えなくしてしまう理由です。 

 ところが、うまい結果が出ないと、日本の学

校というのは、やり方は間違っていない、努力

が足りない。昭和の考え方見たいに言いますが、

成果が出ないと努力が足りない。１０回書いて

もだめなら２０回書こうという世界に入ってし

まう。絶対にやってはいけません。絶対にだめ

です。それはですね、覚えない練習をしてしま

うからです。細かい練習をお話しする時間はあ

りませんが、ユーチューブの方に具体的なやり

方についてアップしていますので、ご確認して

いただければと思います。 

 ポイントを言いますと、重要なのは、子ども

達が漢字をいつ覚えるかということを念頭にお

いて、漢字を履修させることです。皆さん、子

ども達が漢字を覚えやすい時間帯、瞬間とはい

つだと思いますか？。意外と考えたことないで

すよね。ですから多くの学校は授業の中で漢字

を教え、書き順はこうだよと教え、子ども達に

書かせて、宿題に出して、翌日漢字テストをし

ていますが、これはだめです。なぜだめかとい

うと、子どもが漢字を覚える瞬間は、最初の一

文字を書く時です。ですから、最初に書くとき

に、一発で覚えようという意識を高めてやる事

をやらないと子どもは覚えてくれません。宿題

をやらせて翌日テストということになれば、最

初の時、子ども達はしおれてしまいます。そし

て、宿題をやるときは、さっき申したとおり、

回数だけ書けばいいやとなりますので、ここで

も覚えません。翌日テストを実施しても、覚え

る気がなかった子というのは、いくらやってき

たとしても、覚えられません。ここで決定的な

ことが起こります。自分はいくら書いてもだめ

だ。という子どもの思い込み。先生の方にも、

この子はいくら勉強させても出来ない。という

思い込み。このことによって、子どもは伸びな

いということをすり込まれてしまいます。この

ことこそが、子どもが勉強できなくなる最大の

理由です。子どもが出来なくなる理由は、能力

の問題ではありません。遺伝でも頭の善し悪し

も全く関係ありません。学習のやり方の問題で

す。ですから、指導して結果が出なければ、努

力が足りないと考えるのではなく、やり方を変

えてみる。それが重要だということです。 

 それを福岡県田川市の学校でやってもらいま

した。そして、こういう結果が出てきました。

大変驚きました。私の教える指導方法をビデオ

に撮って市内の先生全員に見てもらい、今年か

ら漢字の指導方法は陰山先生のやり方に習って

やって下さい。ということを教育委員会から各

先生へ指示が出ました。そして、漢字の習得を

見たところ、年度末の１月の段階で市内の子ど

も達の平均点が９０点近くまで伸びました。こ

れは一昨年の結果ですけれど、昨年度いうのは、

子ども達が学習の仕方を分かっているため、休

校期間中に１年分の漢字を習得してしまい、６

年生は学校で一切指導されていないにもかかわ

らず、市内で平均８０点に達成していました。

つまり子ども達は自分の力で主体的に１年分の

漢字を８０パーセント覚えていたということで

す。 

 さらに驚くことが続きます。その指導方法を

特別支援学級に織り込んでいった倉敷の小学校。 

（画面の）左にあります、２年Ａ、Ｂ、Ｃこ

れ子どもの名前なんですけれど、５月の段階で

は５点、０点、１０点、いい子でも７５点とい

う子ども達だったのが、年度末にはほとんどの

子ども達が、９０点、１００点という結果にな

っています。さきほど、頭の出来不出来は関係
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ない、やり方を変えれば出来ると言いましたが、

こういう数値的な裏付けが出来ています。倉敷

の学校は、私も参加して研究会を開いたわけで

すが、倉敷市教育委員会の特別支援のチーム、

７名ほどいますが、全員がこの様子を知らされ

ていました。学力支援になぜこのチームが入っ

ているのか訪ねたところ、この結果が知らされ

ていたという訳です。本当に驚きました。 

 では、どうすればいいのか。重要なのは、１

年分の漢字を年度初めに一気に教えてしまいま

す。そんなこと覚えられないでしょ。だって、

１０，２０のテストやっても３０点、４０点し

か取れないのに。そう思うかもしれませんが、

糸魚川市で模範授業しました。その学級には、

どんなに先生がついて指導したとしても１００

点満点で３０点が精一杯という子がいました。

放っていれば０点１０点しか取れない子がいま

した。しかし、１時間私が教えて、子ども達に、

すぐテストするよって言うと、子ども達はやら

ざるを得ませんよね。私はマンツーマンでその

子に付き、７回高速に書けるまでやらせました。

私が見つけた法則ですが、１文字あたり、３秒

から５秒で書けるようにならないと、子どもは

漢字を書いても忘れてしまします。時間をかけ

て書けました。花丸です。でも、これじゃダメ

です。一度書けるとゴールと思ってしまうから

です。違うんです。スタートラインなんです。

３秒とか５秒で書けるように練習していくため

のスタートラインです。そのように指定練習す

ると、その子は学級の中の上位で、課題として

与えた漢字を全部覚えてしまいました。伝説の

授業とまで言われるようになりました。 

 やり方を変えるとそこまで伸びる。しかし、

子ども達は一度覚えて放っておけば忘れていき

ます。しかし、最初教えたことを忘れたとして

も、どんどん、年度初めにやっておけば、来年

の３月までに繰り返して覚えさせれば良いわけ

ですから、実際やってみると１１月位になると、

漢字の宿題が無意味になる位に完璧に覚えます。

どんな漢字テストをやってみたとしても、１０

０点という学校があります。そんなことあり得

るのかと思われるかもしれませんが、冷静に考

えて下さい。１年間で習う漢字は何文字かとい

うと、約２００文字なんです。３年生４年生が

多いです。５年生６年で１８０文字と少し下が

ります。これを原稿用紙に書いたら何枚分にな

りますか。半分ですよね。写経のごとく原稿用

紙半分の字を１００回続けて覚える練習したら、

完全に覚えることは難しくないでしょう。これ

をある学校で３年生４年生を対象に１２月２２

日にやってもらったら、できが悪かったが、冬

休みと１月を集中して練習してもらうと、２月

９日のテストでは、全ての子ども達が９０点以

上取るようになりました。このように、一時期

に集中して練習するというのが効果的です。 

（画面で）校長やっていたときのデータです

が、５年生が８０点くらい取っていますね。そ

れぞれの学年の漢字テストが普通に８０、９０

点取るようになってくると、全てのテストの点

が上げってきます。なぜかというと、教科書が

すらすら読める、自分は勉強が苦手ではないと

いう自己肯定感、何よりも３秒５秒で書くこと

が出来る、俗に言われる頭が良くなったという

ことです。（画面で）そこにある本の表紙は、

その時に使う教材です。やり方は、これらの教

材を使っていただく事が必須になります。なぜ

なら、教材と学習方法は裏表の関係です。違う

教材を使ってこのやり方をやったとしても効果

は出ません。そこのところも是非知っていただ

きたい。 

 田川市は、コロナ過の中で、もう一段踏み込

んだ実践をしました。相談を受けて、やってい

いのではないのかと提案しました。それは何か

というと、１年分の全ての学習を休校期間中に

予習をしてしまう。聞いただけだと、ハッと思

うかもしれませんが。子ども達は漢字や百ます

計算の力が高まってくると、頭の回転というも

のが高まっています。その力を持ってすると、

１年分の学習であっても、それがまとめられた

ものであれば、子どもは自分で進めていくこと
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が出来ます。そこで、田川市の市長と市議会に

お願いし、１年分の学習をコンパクトにまとめ

た、たったこれだけプリントというものがあり

ます。私が監修して作ったものですが。それを

４月全員に配ってもらいました。私としては、

うれしいことではありますが、反面非常に怖く

もありました。公費を使って全ての子ども達に

こういう指導法をすることによって、効果が出

なかったことになると、その責任ということは

大きいですよね。私自身、身が引き締まる思い

でやりました。田川市は、市長、教育長、議会、

学校現場、一体となって進めていただきました。

５月までの間にたったこれだけプリントを使っ

て予習をし、６月から１２月の間に１年分の学

習を普通の教科書ですが、３倍速から５倍速、

つまり１時間で３時間分、５時間分進めるとい

う高速授業を進めていきました。私は９月に行

って模範授業をやらせていただきましたが、こ

こでも驚くことが起きました。４５分間の中で

本当に勉強を苦手としていた子ども達が伸びま

した。その授業をもう一度復習して３日目にテ

ストをしました。６年生対象で単元は何対何と

いう学習ですけれど、２時間学習して３時限に

テストした結果、子ども達のテストの平均点は

９４点だった。過去最高の成績が過去最小の時

間の授業によって達成された。これは、先生方

にとっても私にとっても大きな衝撃でした。こ

れ以降、先生方は、この高効果をさらに進めよ

うということで、今は５倍速から７倍速で授業

を進めていると言っています。そうすると、今

の働き方改革に関わって、先生も子ども達も時

間にゆとりが出てきます。 

子ども達はさっさとやってしまうので、宿題

を短時間で済ませてしまう。保護者の中には何

か不思議だと。勉強しなくなったように見える

けど、成績だけは上がっている。２０分３０分

かかってやっていた宿題をほんの数分でやって

しまうため、保護者からはあたかも学習、宿題

をやっていないように見えるらしいです。そし

て、２ヶ月前の２月、１年分の成果を確かめる

ために、東京書籍が出している、全国標準学力

テストを実施し、その結果が見ていただいてい

るグラフです。平成２９年、平成３０年、令和

元年、令和２年とやってきましたが、見てのと

おりです。各学年とも急激に上昇してきている

ことがおわかりいただけると思います。私は、

漢字の前倒しが有効であることについては、ず

いぶん前から知っていましたが、まさか、１年

分の算数を予習してしまうことが、これくらい

学力向上をもたらすということは予想していま

せんでした。特に勉強が苦手だとか、嫌いだと

いう子ども達ほど伸びたというのが驚きでした。

その後、授業風景をＤＶＤで見ましたが、見て

いて楽しかったです。 数時間分の授業を一般

にやりますので、５、６時間分の授業の最後の

問題を最初に持ってきます。これが出来たら今

日終わりだからという感じで。そうすると、子

ども達は「ウズい」、「無理」、「やだ」とか言っ

てさんざん好き放題言いますが、終わりになる

とみんな出来るようになって、ニコニコしてい

る。たった４５分の授業で子ども達が変わるの

か、伸びるのかという、驚く風景が広がってい

ました。 

いま、基礎基本の時代なので、計算や漢字だ

け出来てもダメだから。と、よく言われます。

これ、ものすごく誤解があります。冒頭、山口

小学校のデータ見ていただきましたが、応用問

題のところがものすごく伸びていますよね。そ

して、（画面の）これは一昨年になりますが、

田川市内のモデル校に取り組んでもらった５年

生、６年生がどう伸びたかという、東京書籍の

テスト結果ですが、国語の基礎、活用、算数の

基礎、活用に分かれています。４年生が５年生

になってどれだけ伸びたか、同じ子ども達です。

国語の基礎、活用、算数の基礎それぞれすごく

伸びています。最も難しいと言われる算数の活

用が爆上がりしています。実は応力活用力とい

うのは、基礎基本の完全な定着による基礎基本

の活用能力なのです。ですから、基礎と活用自

体を分けて考えること自体が落とし穴になって
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いるということです。基礎基本を徹底すること

によって、応用活用力というものが伸びてくる。

それが、基礎基本が伸びるよりも、早く応用活

用が伸びてくるという驚きの結果でした。 

 隣に飯塚市というところがありますが、田川

市よりも早く取り組んでいました。飯塚市は、

地域作りという点からお話したいですが、（画

面の）これは、飯塚市の中心校であります、飯

塚小学校の記録ですが、見ていただいたとおり

です。子ども達の学力が右肩上がりで伸びてい

ます。飯塚市も田川市も昨年度末の段階で全国

平均を下回る学校がなくなりました。それまで

は、福岡県というのは博多とか北九州とか筑前

であるとか、行政区が分かれていますが、筑豊

地区というのがあって飯塚市が一番大きく、田

川市が２番目に大きい。１番２番の学力が爆上

がりし、全国平均を超えたため、万年最下位と

いわれた筑豊地区が今は上位に食い込んできた。

福岡県内の関係者の中では話題になっています。

基礎力よりも応用力が伸びてきている事が確認

できます。 

 その次に起きていることが重要です。それは、

子ども達の問題行動がなくなったということで

す。これは、子ども達の悩みと関係があります。

子ども達に悩みアンケートそして見ると、友達

関係、家庭のことがあるように思えますが、ど

こでとっても一番の悩みは勉強です。ベネッセ

が取った悩み相談の集計ですが、やはり勉強・

学力の悩みというが一番大きいというのが分か

ります。勉強の悩みが解消されてきて、自分は

出来るという自己肯定感が持てるようになると、

無駄な問題行動というものがなくなる。筑豊の

飯塚市というところは、問題行動が多く、万引、

暴行、家出などこうしたことが頻繁に起きてい

て、生活指導のために、特別な教職員を別途雇

用しなければいけないほどでしたが、この実戦

が始まると否や、１、２年のうちにこれらの問

題行動は、あっという間に減っていきました。

校長先生から、「問題行動どうなったと思いま

すか？」と聞かれ、即座に、「減ったんでしょ。」

と答えたら、違うんですというので、どうなっ

たのか聞くと、「無くなった。」との回答に衝撃

を受けました。 

 この実戦が始まって、１０年が経ちました。

その頃に小学生の高学年だった子ども達は、す

でに青年になっています。その結果、飯塚市と

か筑豊地区の青年犯罪は著しく減ってきて、警

察署長さんは暇になったと冗談めかしておっし

ゃっていたと市長から伺いました。 

 さらに飯塚市の躍進は進みます。少なくなっ

た子ども達の問題行動のための費用が浮き、オ

ンライン英会話、フィリピンのセブ島とオンラ

インでつないでマンツーマンで英会話を学習す

るというものですが、全小学校５年６年生がマ

ンツーマンで英会話の指導受けています。視察

してびっくりしましたが、勘のいい子はいるも

ので、僕はパエリアが好きで、お母さんが外国

の料理が好きで、スペインのパエリアを作って

くれたという事を向こうの先生と英語で話をし

ている。ＩＣＴ活用してやっているので、パエ

リアの写真とかレシピをインターネットから引

っ張ってきて先生に解説している風景が見られ

た。ほんの数年前までは問題行動が多く、私が

学校に行って、チャイムが鳴っても教室に入っ

てこなかった。中には全部の学級が崩壊して校

長、教頭が対応に追われて病気になってしまっ

たというところが、数年のうちにこのようにな

った。そして、こういう話がいろんなところに

伝わっていきます。福岡県といえば、孫正義さ

ん。ソフトバンクですね。ソフトバンクとの提

携によって、一つの学校に６台から９台のペッ

パーが配置され、プログラミング教育も単なる

プログラミング教育ではなく、ペッパー君を動

かすというプログラミングを教育推進していま

す。これは、どっかのお金持ちの行くことしか

出来ない私立学校のお話ではありません。飯塚

市は、赤字再建団体になるところまで追い詰め

られていた、九州の田舎町の今の日常です。 

 そうなってくると、何が起きてくるのか。当

然近隣の子ども達が移り住んで来て、子育て世



第 14 回むつ市総合教育会議議事録 

 

 
- 9 - 

代が増え、税収もどんどん増えるようになって

きて、町の風景は変わってきました。（画面は）

最近の飯塚市の写真ですが、市役所も近代的な

ものとなり、駅前はマンションがたくさん建っ

ていくと聞いています。そういう点で地域おこ

しという点で大成功している。 

このようなこともあって、現在２０カ所ぐら

いに実践が広まって参りました。昨日は岐阜市

にお邪魔して、すでに１つやっていましたが、

もう一つ広められないかという話をいただいて

います。それから大阪市はこの４月から３０個

やることが決定しました。福岡県においても直

方市が加わってきました。続々と実践を導入す

ることとなってきまして、私の方は、これらを

うまくＳＮＳで統合しながら、実践交流を日常

的にやっていこうと考えています。 

 では、実践で、何をしたかということですが、

それは実は簡単なのです。朝１５分間帯授業を

取っていただいて、たったこれだけプリント、

音読、漢字とかを毎日、全学級でやってもらう

ということです。これの良いところは、毎日同

じ事をやるし、単純ですから、新任の先生がす

ごく喜んで、これなら出来るという感じで。新

任の先生の方が子ども達の学力を伸ばすという

ことが起きて、新任研修としても使えます。や

り方については、（画面で）学校を変える１５

分という本も出させていただいていますので、

参考としていただければと思います。 

 ここでまとめておきましょう。このような結

果が出てきたのは何だったでしょうか。それは

ですね、勉強というものに対する根本的な問い

返しがもとになっています。集中して勉強して

成績を上げよう。おそらく皆さんは何の疑いも

持たないと思います。でも、私、気がついたの

です。違うと。逆だと。どういうことかという

と、勉強するということ自体が集中する練習だ

と。漢字を１０回書くというのは集中する練習

ではないですよね。だらだらとする練習ですよ

ね。もし、人類というものが、自分の脳を高機

能に働かせるために勉強を生み出したとするな

らば、それは、集中というものを、勉強を通じ

て体得することではなかったのか。そう考える

と、子ども達が、だらだら分数の宿題をやって

いるということは、彼らは分数を学習している

わけではなく、だらだらと学習しているのです。

勉強するということは集中する練習であるとい

う風に決めてしまうと、だらだら分数を学習す

るというのは、勉強が出来なくなる練習と言っ

て良い訳です。こうしたことを考えたときに、

勉強ということを集中して行っていく。これを

学校でも家庭でもやっていく。それが身につい

てくれば、わかる、出来るという体験を繰り返

す中で、学年を超えた学習というのもやるよう

になっていきます。 

 この３月に岡山県の有漢西小学校というとこ

ろを参観してきました。ここでも衝撃的な風景

が広まっていました。子ども達全員学力が伸び

てしまって、低学力の子が一人もいません。卒

業間際の６年生は、中学校の学習をやっていま

した。といっても、中学校の内容を小学生で教

えることは出来ませんよね。先生が、解説した

文章を作って、見せて、それを読みながら子ど

も達が理解をしてあとは、問題を自分で解いて

いく自習スタイルでやっています。 

 その次に２年生の授業を見に行きました。こ

れもぶっ飛びました。２年生と言えば、九九が

十分定着していれば、ＯＫという段階だったで

すけど、それは当たり前のことで、全員が百ま

すの足し算、引き算、かけ算が２分を切ってい

ますので、九九の学習というものは完全に終わ

っている。何をしていたか、割り算をやってい

ました。そして３年生の秋に学習するあまりの

ある割り算を自分たちで解いていました。中に

は２桁掛ける２桁の掛け算の筆算をやっている

子もおりました。 

 また、この学校は、漢字学習については、前

倒しの前倒し、つまり３年生の漢字を２年生の

間にもう教えてしまって、３年生なったら、３

年生の漢字の反復学習だけにする体制を取って

いますので、３月に行くと３年生の漢字の学習
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が一通り終わっていて、まとめのプリントをや

っていました。そして、何よりも衝撃だったの

が、子ども達がニコニコしながら、先生の援助

を受けることなく、プリント５枚、６枚を喜ん

で取って自分で解いていました。先生は「すご

いね、すごいね。」と褒めるだけです。たまに

間違っている問題があったら「ここ間違ってい

るんじゃないの？」って言ったら、子どもはす

ぐに気づいて自分でやり直して解いていました。

子ども達は、絶対自分で解くからねっというオ

ーラが出ていました。 

 ここで、もう一つ重要なことを言っておきま

す。集中するというのは、一定時間において、

どれだけのことをこなすのか。これが集中の度

合いです。一方で時間間隔というのがものすご

く重要です。ところがどうでしょう。出来るだ

け長い時間をかけてやることが美徳みたいな価

値観というのがないでしょうか。違うのです。

逆です。勉強時間とか作業は短くなるように工

夫をしないと集中って上がってきませんよね。

子ども達の状況が悪いからといって、私は心配

しているのですが、５時間かけて出来ないもの

だから、６時間やりましょう、７時間やりまし

ょう、時間が足りません。先生方は帰ることが

出来ません。これは非常にまずいですね。そし

て、この状態を直すことなく働き方改革といっ

て子ども達が出来ないまま先生方が帰って行く

ということになってしまえば、また保護者は学

校批判を始めることになりかねません。この働

き方改革というのは、教育内容の転換と一体的

に進めなければ、私は不幸なことになると思い

ます。 

 そして実践のエビデンスを申しておこうと思

います。山口県の山陽小野田市というところで

文部科学省から予算を取って調べたものです。

１２の小学校４千人の子ども達を対象として行

った研究調査です。（画面で）縦軸学年数と書

いていますけど人数と思って下さい。横軸が知

能指数です。右へ行くほど知能指数が高い、つ

まり賢いということです。上に行くほど人数が

多いと言うことです。平成１８年に始まったこ

のプロジェクト、ピンクの線ですね。ちょうど

突き出た１０２のところが平均値でした。４千

人の子ども達が５月段階では１０２だというこ

とです。そしてその年度の終わり２月に再度知

能検査を行い、黒い線の方に、右へ動いている

ことがおわかりになると思います。つまり、子

ども達がこんな風に知能指数が上がったという

ことです。平均値は１１１です。９ヶ月間で９

ポイント上がっていたのです。塾の世界ではよ

く言われる事ですが、知能指数÷２が学力偏差

値だ。知能指数が９ポイント上がったというこ

とは、算数の成績はその半分４．５ポイント偏

差値が上がっているということです。その下の

グラフ見て下さい。きっちりとピンクの線、黒

の線が上がっていますよね。４．５ポイント上

がっていたのです。 

 そして、この知能指数のグラフには、もう一

つ、大きな深い意味があります。ピンクの線と

黒の線、多少崩れつつも、左から右へ動いてい

るのが分かると思います。そうです。これは全

ての子ども達が均一に伸びているということを

意味しています。ということは、最近よく話題

にされる学習障害だとか発達障害だとか、こう

いう子ども達も伸びているということを示して

います。先ほどの漢字ストの結果思い出すと、

まさしくそうです。飯塚市、田川市やっていま

すけれど、文部科学省の話によれば、どのよう

な学級にも６％程度障害を持った子ども達がい

る。指導方法には注意しましょう。ということ

を言われています。私も市内一斉に、百ますだ

とか漢字学習というものをやることになります

ので、６％の子ども達がついて来られなくなっ

たときに、どうしようかと心配していたけれど、

意外な結果です。そういう子ども達もひっくる

めて伸びてきてしまっている。 

 札幌市に、学習障害の子ども達のみを扱う福

祉施設があります。放課後デイサービスですけ

ど、そこの子ども達は、大体小学校中学年から

中学生までそこで指導受けるのですが、数年指
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導を受けているうちに、普通高校のそれも上位

の高校に合格するようになってきたという報告

を聞いています。中には、その地域のトップの

私立高校にも合格して、障害者手帳を返納した

事例も出てきました。私たちが思っている以上

に、子ども達の学習のやり方、トレーニングの

仕方によってそうした困難というのは克服する

ことが出来る。子ども達が自分で出来るように

なれば、自由を獲得することになる。そういう

点で、すごく素晴らしい結果を生んでいるなと

感じています。 

 では、具体的にどんなことをやっていけば良

いかお話しします。まず百ます計算ですが、２

分以内に出来るようにして下さい。重要なのは、

１年生、２年生です。１、２年生で２分以内は

ハードル高いですが、これを出来るようにトレ

ーニングしていってもらう。高学年になったら

違うものがあるのですが。 

 それから２つめ。全漢字プリントなどを活用

してもらって漢字の正解を９割に持って行く。

それから音読。これは、古文、漢文を学校の方

で整理して１ヶ月に一文で良いです。これを暗

唱させると良いです。このときに、小学校１年

生に枕草子やらせるのかという事になる訳です

けれど、やらせます。やってみて下さい。驚く

ことが起こります。何が起きるかというと、低

学年の子ほど、早く覚えます。低学年の子は音

から学習していくのです。ところが４年生以上

の子になってくると、これどういう意味になる

のだろうと、つい理由を考えてしまうのです。

そうすると、すっと入ってこないです。高学年

になってくると意味の学習がすごく重要になっ

てきます。これ逆説ですけど、低学年のうちに

意味が分からないからこそどんどんあとから役

に立つ文章を音読暗唱させていけば良いと言う

ことになります。 

 江戸時代の寺子屋の文化というのは、それほ

どきちんと考えられた学習だということが分か

ってきました。 

 あと、これだけプリント、予習教材とかを使

って、完全に覚えてしまえば、授業を高速化で

きるということを、今、多くの学校でやっても

らっています。それをやっていくために重要な

ことをついでに申し上げておきます。 

 まず、重要なのは、今申し上げた事というの

は、なんか夢みたいな話にしか聞こえないと思

います。私が、数年前に今の話を聞いたら、え？

と自分で驚くと思います。それほどに常識は覆

る。子ども達の新たな可能性、学習の方法が見

えてきています。だから、先生方自身が先進的

な学校や学級の視察を行っていただく事がすご

く大事です。ただ、青森県むつ市の近くにモデ

ル校がないので、昔鶴田町がやっていたので、

今でもやっているかもしれませんけれど、近い

ところでは、岩手県一関市、福島県桑折町、山

形県長井市とかやられていますので、そういう

ところに行かれるのも良いでしょうし、今はこ

ういうご時世で、こういう講演も出来ますから、

Ｚｏｏｍを使って視察をするのも良いかと思い

ます。 

 そしてもう一つ重要なのは、この授業の様子

を校長先生中心として、管理の先生方で指導し

ていただく事です。最近は、残念ながら校長に

なりたくない先生ばかりになってしまいました。

その結果、 校長職という重要性が軽視されて

しまった。飯塚市、田川市、何十校と指導して

いたのですが、いち早く成果が出て来るところ

とぼちぼちというところに分かれるのですが、

その分かれ目は１点です。校長先生の指導力な

のです。バチッとみんなが一斉にやっていただ

くとすごく良いです。 

逆にショックと思うかもしれないですが、保

護者や地域の方々は良い先生に習いたいと思っ

ている。そろそろそれも止めた方が良いと思い

ます。恐ろしいこと言いますが、良い先生にあ

たって１年やってもらったら、すごく伸びます

よ。でも翌年１年でその効果は消えます。私も

ショックでした。低学年で百ます計算できれば、

中学年で掛け算の筆算、結果なのです。高学年

の約分が簡単にできます。つまり、６年間を通
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して組織として指導するというのが一番重要な

のです。俺、教師としていけているみたいなス

タンドプレーに走る先生がいて、応援してしま

うと、その１年は良いかもしれないが翌年に指

導の継続が難しくなり、６年間で見たときに何

やっているのか分からないということが起きま

す。だから校長先生が中心となってコーディネ

ートしていただきたい。田川市、飯塚市の教育

委員会の方々は、このことをよく分かっていて、

新任の育成、中堅の育成そして管理職の配置が

見事にマネジメントされています。結果的には、

先生方もその方が楽なのです。朝１５分使って、

読みましょう、書きましょう、覚えましょうだ

けなので、新任の先生でも出来ますから。あと、

基礎力が出来てくれば、学校の通常の授業は楽

になります。 

 最後に決定的なことがもう一つあります。漢

字や計算の結果を数値化して公開するというこ

とです。これをやろうとすると、うちの学級は

出来ていないとかで結果を隠そうとします。そ

うすると全体的に伸びていくということが難し

くなります。 

 これには笑い話があるのですが、山口小学校

に実践をやり始めた最初の年、漢字の指導が、

ものすごく得意な先生と漢字の指導が最も苦手

な先生が学年で組を作っていて、そこで全校一

斉に漢字やりましょうということで。数値化し

て、それぞれの学年の漢字がどれ位定着してい

るか。得意な先生と苦手な先生の結果がセット

となって見えるから恐ろしいですね。ところが

結果出てみて、みんなびっくりしました。何が

起きたかというと、ピタっと同じ点でした。何

をしたかというと、得意な先生が作ったプリン

トを苦手な先生がもらって一緒にやっていたの

です。 

ここでも重要なことがあります。授業は大事。

でも、もっと大事なことがあります。それは何

か。教材です。さっき述べたとおり、漢字は私

のドリル使って下さいね。やり方は教材と一体

ですよ。こういうことなのです。ですから教材

を作り、子ども達にやらせる。授業というのは、

子ども達が教材に取り組むのをコーディネート

することです。子ども達が直接格闘しているの

は教材なのです。教材が良いものでないとどん

なに授業改善を行っても子どもは伸びません。

そのことに気づいた田川市は、私の教材だけで

は飽き足らないといって、若い先生方は新しい

教材をどんどん作っていって、子ども達の学力

を上げるということに喜びを感じるようになっ

てきています。 

 そしてご家庭の方にお願いがあります。家庭

での生活週間です。一つ目は食習慣です。（画

面で）ここにありますグラフは、 １回の食事

で使われている食材の種類と成績との相関関係

です。いろんな食材を食べさせると、学力は上

がる。食材を少なくすると成績は伸び悩む。青

森県というのは海のものも、山のものもありま

す。雄大な自然がありますから、その自然の恵

みを活かした食事を提供してもらう。地産地消

というところでは都会よりも郡部の方が有利で

すから、是非ともやっていただきたいです。 

（画面で）このグラフですね、３０年前もの

ですが、私が子ども達の学習をやろうと思って

やったものですが、そんな家庭生活まで口出す

のかと言われ、苦い思い出がありました。次の

年も同じ子どもを持ち、学級懇談会の前日に書

店で食事と学習との相関関係について探したの

がこのグラフです。これを配って懇談会に臨み

ましたが、なにも手応えはありませんでした。

そんなもんで成績変わらないでしょ。となった

のです。その翌日不思議な現象があり、子ども

達が昨日の食事が豪華になっていたという話を

しており、これを機会に各家庭の食事の内容が

一気に良くなっていきました。その後、この山

口小学校というところは、ＮＨＫのクローズア

ップ現代という番組で放送され、その中で私も

出演して知られるようになったのです。ＮＨＫ

の調査の中でも分かったことに、他地域の比べ

山口小学校の朝食というものは、ご飯と味噌汁

に２皿が標準になっていた。それまでパン食だ
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ったものが、ＮＨＫで放送される頃には、ほと

んどご飯食に変わっていました。ご飯食の方が

腹持ちは良いですね。とりわけ朝ご飯重要です。

最近は１６時間のプチ断食しましょうみたいな

事もありますが、大人と子どもは分けて考えて

下さい。子どもは朝ご飯絶対いります。なぜか

というと、朝１時間目から４時間目のところは

重要な学習となってきます。 

朝ご飯食べていない話を聞くと、午後からの

仕事中心だったりとか、ミュージシャンみたい

な方はみんなが寝静まってから仕事本番迎える

ので、夜食が一番豪華だったりとか、一番大事

な作業の前にはしっかりと食事を摂るというの

が原則としてあると思います。 

全国的な調査でも、朝御飯を抜くと学力は下

がります。朝食を全く摂らないということは、

百ます計算を頑張ったとしてもなかなか成果を

上げるのは難しいかもしれません。そこのとこ

ろはご家庭の方でもご努力をいただきたい。そ

して、早寝早起きです。（画面で）ここにあり

ます上のものは、ずいぶん古いですが、東京都

の子どもの就寝時刻の変化です。１９７９年と

２００２年とちょっと古いですが、小学校４年

生左端見て下さい。ほとんどが７９年は青。つ

まり晩の１０時までは寝ていました。そこから

１０数年経ったところでは、半分近くまで減っ

てしまって、赤い部分、晩の１２時よりも遅く

まで起きる子ども達が出てきた。１９７９年に

はまだ１０時までに寝ている受験生は東京にい

たのですが、１０数年経って全くいなくなって、

１２時より遅くまで起きる子が多数派になって

います。そのことが子ども達の学習にどのよう

な影響を与えたか。（画面で）それがこの表で

す。広島県が実施しています学力テストの結果

を睡眠時間との関係で調べたものですが、睡眠

時間短いと成績は低いです。睡眠時間が増える

ほど成績は上がっていって、７時間から９時間

だと大体安定してきます。また、それ以上寝て

しまうと寝過ぎでまた悪くなるということで、

適切な睡眠時間があるということを示していま

す。 

では、何時に寝れば良いのか。そのことが分

かるデータがこれです。（画面で）調べてもら

いました。意外でした。８時から９時までに寝

るのが一番よく、寝るのが遅くなる毎に成績が

落ちていきます。１２時まで遅く起きている子

ども達というのは、知能指数から見てもかなり

厳しい状況になってきています。勉強が集中す

る練習だと考えたときに、睡眠や食事という基

本的な生活習慣とは非常に重要という事を意味

しています。 

そしてテレビです。今ではスマホとかユーチ

ューブとかＳＮＳがあると思いますが、１時間

程度であればそれほど影響は及ぼしません。全

面禁止みたいなことは必要ありません。ただし、

２時間を超えてきますと影響は出てきます。テ

レビやインターネットが悪いというよりは、そ

のことによって睡眠時間が削られていくという

ことが、学力を低下させてしまいます。 

昔テレビ、いまスマホということがだんだん

分かってきて、ほどほどにしておかないといけ

ません。 

 最後に、学習方法の改善が求められているこ

とですが、この４月から中学校の教科書が全面

改定されたことをご存じでしょうか。特に注目

したいのは英語です。なぜかというと、小学校

英語をやったことを前提として中学校の教科書

が編集されているからです。かつて、ゆとり教

育といわれていた時代に３年間で学習すべき英

単語は９００でした。この３月までは１２００

語でした。この４月からは中学校では１６００

～１８００語ということで、ここだけで、ゆと

り時代のほぼ２倍の単語数の学習になっていま

す。それとは別に６００～７００の英単語を小

学校で学習することになっています。中１の英

語の教科書は小学校の間に６００～７００の英

単語を学習しているものとして編成されていま

す。中学校３年生の英語の教科書は、私たちが

高校時代に習った内容のいくつかが中３に降り

てきています。ですから、小学校英語の試行が
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始まるときに、中学校に行って苦手にならない

ように、みたいなことを言われて、あまり書か

せることなしで行くような風に言われていたが、

実際にふたを開けると４技能あると、非常に高

いレベルが中学校の段階から要求され、そして、

検定試験等は大学入試にリンクすることになっ

ています。これは非常に大きな問題です。実際

６００～７００の英単語、全国歩いてみました

けれど、きちんと習得できている学校は聞いた

ことがありません。しかし、中学校１年生では

前提となってきています。ですから、ますます

子ども達は厳しくなっていきます。 

平成２５年から小学校における暴力行為とい

うのは高校の３倍に増えてきていますし、中学

や高校は近年安定してきているが、再び増えて

きています。当然これらはいじめ問題とリンク

しています。こうしている間にも北海道では中

学生が志望したということで大きな話題になっ

てきています。もう一度、学校の取り組みとは

なんぞやということが、働き方改革とは別の角

度から出てきたのではないかと心配しています。 

 もう一つが不登校です。この不登校も近年急

速に増えてきて、しかも、これが加速度をつけ

て上がってきています。先ほどのグラフで平成

２５年から暴力化現象が見えてきていますが、

この不登校も平成２５年度を境に増えてきてい

ます。その時期から潮目が変わったのかなとい

う気がします。よく暴力問題というのは、基準

が変わったから増えたと解釈されますが、不登

校の場合は１ヶ月以上学校に来ないという客観

的な基準があります。これが平成２５年から増

えているということは、やばいです。なんか起

きています。 

 先ほど見ていただいた、飯塚市の実践は平成

２４年から始まっていて、これとは全く逆です。

不登校も減り、子ども達の問題行動は激減して

います。ですから、この問題が顕在化するまで

に、多くの地域でこれに取り組んでいただいて、

パニック的な学力問題が起きる前に、きちんと

方向性を指し示していくことが大事だと考えて

います。 

 本当は今年行われる予定だったのですが、国

際学力調査ＰＩＳＡ２０２１です。来年２０２

２になりますけれど、過去２回落としています。

小中学校でこういう状態になっている中で、高

校１年生でＰＩＳＡテスト受けるのですが、ど

うでしょう、上がりますかね？次落ちると、史

上最悪になります。そういう点からも、今年度

からの学校教育というものは非常に厳しい正念

場を迎えていると考えています。 

 それに対して、私の方で展開しているのは、

希望の星はＧＩＧＡスクールです。このＧＩＧ

Ａスクールで、子ども達全員にタブレット渡す

ことによって、子ども達の学習を全面的に２１

世紀型に切り替えることが出来ます。私も、タ

ブレット教材ということで、Ｋ－ＧＹＭ（ケイ

ジム）というタブレット教材を作りました。こ

れは冒頭に申し上げた田川市の昨年度の学力の

爆上げを達成した、たったこれだけプリントを、

タブレットＰＣの中に入れ、紙の本よりももっ

と高速に学習できるシステムとして提供を始め

ました。これを金川小学校の方に持って行くと、

「ヤッター。これでプリントの印刷の量が減

る。」と、驚いていたのです。爆上げした田川

市の金川小学校は１回に３０００枚とか５００

０枚とかプリントするらしいです。その手間が

半分、３分の１以下に減らせると思います。２

１年度は無料で提供していきます。いまは、た

ったこれだけプリントだけですが、これに算数

ドリル、それから先ほどから気になっています、

英語は１２月に搭載をしていきます。漢字につ

いては、指で書いて学習していく指書き漢字を

搭載していきます。百ます計算はもう書かせま

せん。テンキーで学習していきます。小学校の

低学年から楽に始めさせることが出来ます。プ

ログラミングについても算数問題を作るという

ちょっと変わったシステムですけど、マニアッ

クな算数プログラミングも入れております。つ

まり４教科と英語、プログラミングの全部を網

羅する形で、来年春のリリースを目指して作っ
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ています。現在は、この活用の方法を知ってい

ただくとなっていますので、この１年間無料と

なっておりますので、もしよろしければ、むつ

市におかれましても１校でも全校でも構いませ

んので、ご要望いただければサポートさせてい

ただきたいと思っております。 

 いろいろ申し上げました。えっ！えっ？えっ、

そうなの、という驚きの連続のお話になったか

もしませんが、大丈夫です。しっかりと事実、

エビデンスに基づいて提案をさせていただいて

おります。子ども達が健やかで、学力向上と成

長を願いまして、また、皆さんと共に進めたら

と思っております。 

 私の話はこれで終わります。どうもありがと

うございました。 

 

【休 憩】 

 

3. ディスカッション 
 

事務局： それでは、ディスカッションに入ります。 

 このあとの進行は、むつ市総合教育会議議長

であります宮下宗一郎むつ市長にお願いしたい

と存じます。 

   宮下市長お願いします。 

 

宮下市長： 皆さんよろしくお願いいたします。デ

ィスカッションで、今私たちが思っていること

陰山先生にお聞きしてみたいと思います。私、

今日聞いてみて、スゴク率直な感想を言ってみ

るとラッキーかなと。こういうお話と聞けて自

分自身個人的にも勉強になりましたし、地域と

しても勉強になった時間だと。その中でも、先

生おっしゃっていたのですが、成績が伸びない

からといって、努力が足りないと考えて、ただ

一生懸命やらせるだけだということではなくて、

やり方を変えると。そういうことで、正に今、

日本政府に言ってやりたいですね。コロナの対

応です。そういう風な気持ちになるお話だった

と。普遍性のあるお話だったと。個別性の話で

行くと、学力の向上や地域全体に与える影響ま

で研究されていて、漢字というところから入っ

て、頭の回転が高まって、自己肯定感がついて

きて、各教科も出来るようになり、そのことが

子ども達の向上を変えて、地域を変えていく。

ということは、素晴らしい成果だと思うと同時

に、今私たちが目指している学力の向上が地域

を変えるという方向性が、エビデンスを含めて

実証されていることが心強く思った次第です。 

今日は、教育長始め、教育委員の皆さんにも

出席していただいていますので、それぞれの感

想というのを含めて、陰山先生ともんでいきた

い。 

 まず、はじめに教育長から先生のお話を伺っ

た印象というか感想をいただきたい。 

 

阿部教育長： 率直な感想ですが、まず理論で

はなく、実践を聞くことが出来たと感じて

います。本当に得がたい機会を得てきて良

かったと考えています。そして、あと一言

だけ申し上げるとすれば、地区の子ども達

は力があります。本当に一生懸命頑張って

います。先生方も身を粉にして指導に当た

っています。なので、もっともっと伸びる

可能性があると心から思っています。皆様

でその方向を探していく｡そして実践してい

く。それをこれから考えていきたいと思い

ながらお話を伺っていました。 

 

宮下市長： それでは順次教育委員の皆様からの

意見、それから先生の意見ということで進め

ます。 まずは、田中委員からお願いします。 

 

田中委員： 今日は大変貴重なご講演ありがとうご

ざいました。私の方からですが、先ほどの市長

の挨拶で、子ども達の競争力の問題、地域が閉

鎖された世界での競争力の問題が述べられてい

ましたが、それは非常に感じるところでありま

して、なかなか子ども達は大きな目標を持って
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上の段階に行くというよりは、むしろ限られた

中であまり競争することなくいろいろな学習と

かをしているなと思いました。 
それで、百ます計算とか漢字は、競争力を高

めるには有効な手段だということを感じました。

ただ、いろいろと地域の中で、達成できなかっ

た子どもに対するケアも必要ではないのかな。

また、授業の高速化を進めるということで、先

生方の対応もいろいろと努力をしていただかな

ければ実現しないのかなと思っておりました。

あと、家庭環境ですが、私、歯科医師をやって

おりますので、学校を訪問して健歯する際に、

口の中の環境は個人差があります。多分、虫歯

の多いお子さんというのは家庭環境もなかなか、

食生活に対しても十分ではないのではないかと

思うので、そういうことに対しては地域を挙げ

て皆さんで取り組んでいったほうが良いのでは

ないか。 

 

宮下市長： 陰山先生。今のお話伺っていかがでし

たか。 
 

陰山氏： 競争ということはありますけれども、私

自身は競争というのは、ある場面みたいな物だ

と思います。最も重要なのは、目当て、目標だ

ろうと思います。目当て、目標を、適切に子ど

も達に持ってもらうようにする大人の構えとい

うものがものすごく大きいと思っています。 
先ほど山口小学校というところを言いました

けれども、実は一点言っていなかったことがあ

ります。非常に開明的なところであります。田

舎でありながら。というのは、生野銀山があっ

て、江戸時代からの天領であったんです。つま

り、山口小学校の校区は江戸幕府の役人が江戸

からやってきてその地域を統括していました。

そして明治から昭和５０年代までは三菱が管理

をしていましたので、 東京の三菱金属の直轄

下にあった訳です。ですから、中央に対する意

識というものが近い。割とこう幕末から昭和に

かけて東京あたりに出て行って仕事をするとい

うことが、何人もいたというところがひとつあ

ります。 
生野銀山の閉山が昭和５０年代にあって、約

１０数年間本当に地域の教育と地域性が没落

していく中で危機感があって、何とかしないと

いけないというところから始まった訳です。 
それを受けてその当時僕が教えた子ども達と

いうのは、大学教授やっているとか、ノーベル

賞をもらうような研究をやろうかという子ども

達もいますし、あと、全員が伸びているので、

地元に残っている子ども達も有能です。ですか

ら、非常に地域自体が活性化していますし、そ

れから、医学部に行って地元に帰ってきて地元

の医療に貢献している子ども達もいます。つま

り、全ての子ども達を伸ばすことによって、単

に自分の学習を自分だけのもとせず、地域や人

類社会全体まで高めようという意識がすごくあ

ります。ですから、競争というのは、あの子に

負けないぞというのは、別に大人達がさせよう

としなくても、子ども達が自分たちでライバル

決めて勝手にやっていくものですよ。あれをや

らせようとかやらせてはいけないとか、大人が

関わるからおかしな事になるので、競争は勝手

にやらせておけば良いです。ただし、将来をど

う見据えるかは、はっきりいって大人の仕事。 
直に言っちゃうと、むつ市の未来を今の皆さ

んがどう考えるかということと、教育というも

のが連動していなければ、やっぱりその程度の

ものに落ち着いていってしまう危険性は感じて

います。 
いま、いろんな地域で学力向上の方法として

広まって来ていますが、関係のところで今課題

だと思っているのは、何のために学習するのか

ということを地域で共有する、大人達が共有す

ることの重要性。それを今一番感じています。 

 

宮下市長： 先生ありがとうございました。 

 むつ市の未来と教育の連動というのは、こ

れ一つの大きなテーマだと思いますので、私

たち、また、この問題について議論を深めて
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いきたいと思います。 

 続きまして、黒木委員にお願いします。 

 

黒木委員： 黒木と申します。 

 どうも、貴重なお話ありがとうございました。 

   いくつか、質問とか感想を述べさせて頂こう

と思います。 

 最初の感想は、すぐにやるべきじゃないか

と思いました。 

私は市内で、中学生とか高校生に勉強を教え

るようなことをちょろちょろやっているのです

が、静摩擦と動摩擦じゃないけれど、先ほどの

競争の話でいくと、１回動くと子ども、自分も

そうですけど、勝手に動きます。最初動かすこ

とにすごいエネルギーは要りますけど、そのあ

とはもう、動摩擦始まっちゃったら、ようは漢

字、人より抜きん出て出来た、計算、人より抜

きん出て出来たら、理科も社会も英語もやるよ

うになるというのは、まあ、ほとんど自明と言

って良いですね。陰山先生のおっしゃっている

ことは、いちいちもっとで、反対すべき点がほ

とんど見当たらなかったので、コストの問題だ

けかなという風に思います。 

 自分もその通りだと思って、実際やろうとし

ているのは、先へ先へと進むというのは重要だ

と思っていまして、ようは１年先に進むとヒイ

ヒイ言いながら、その時は難しいと思っていた

のに、１年前のことを見ると、あれ、簡単だっ

たって分かることはしょっちゅうあります。俗

にゴルフの話になりますけど、ゴルフのコーチ

について、打ち方について、一生懸命あーだこ

ーだって習うんですけど、全く分からないんで

す。で、妙な話、打ち方が出来るようになると、

あーあの時コーチが言っていたのはこれだった

のかって分かる。ということが、学校の勉強だ

けでなく、人生において頻繁に起きます。社会

人なってからも起きます。ということを知って

いるので、やっぱりできる限り先へ先へ進むと

いうのが、私は重要だと思っています。例えば、

小学校の授業、カリキュラム６年分ありますけ

れど、先ほど５倍速、５倍速は盛り過ぎかなと

思っていますけど、例えば３年で終わらせると

いうのは、結構、お子さんが大天才でなくても

可能じゃないかなって思います。ようは、今の

進み方で教えられているから、その進み方で、

それ以上やらないっていう子どもがいっぱいい

るというだけで、もしも、６年分を３年で終わ

らせようとみんなで動き出したら、それについ

て来られる子どもは、７割を超えるだろうなと、

自分の感で観測しています。だから、それ可能

ならばやればいいんじゃないかなと思います。 

 まあ、文部科学省の指導要領というものがあ

って、それをどのくらい無視していいのかとい

う話になってきまして、まあ、無視すればいい

んじゃないのと思っていますけど、そうも行か

ないので、６年分を３年で終えるということが、

もしも、高校教育で可能なのであれば、それを

やるべきでないのかと常日頃から思っています。 

 質問ですが、コストの話と、もう一つは、プ

ラン、ドュー、シーみたいなことをやらなけれ

ばいけないと先ほどおっしゃっていましたけれ

ど、システムとして取り組んで、管理者がきち

んとアドミニストレーションしなければ、うま

く回転しないよっていう話がありましたけれど、

先生のお弟子さんていうか、ファシリテーター

みたいな方が下にいらっしゃったり、派遣でき

るような人がいるとか、そういうことはないの

でしょうか。 

 質問としては、コスト、それから、派遣でき

るファシリテーターみたいなチューターをお持

ちでないか、その２点が質問事項です。 

 

陰山氏： お答えしてよろしいですか。 

 

宮下市長： 先生お願いします。 

 

陰山氏： コストという点でいうと、格安です。（笑

い）ドリルはですね、今、子ども達が使ってい

るものを私のものに変えていただくとか、それ

から今猶予している「Ｋ－ＧＹＭ（ケージム）」
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というコンピュータシステムは、まあおそらく

どんなに高くても一人１年間で、３千円かかる

かかからないか位かと思います。 
 コスト面でいうと、僕らから見ても驚くほど

安いです。というか、安くやらないと意味がな

いです。要するに家庭環境貧しいから学力が低

いまんまだみたいなことを文科省が言っており、

こんちくしょうと思っているので、それは絶対

あり得ないということがあります。 
 それから派遣できる人間というのは、いなく

はありませんけれど、実は、５月の末ぐらいか

らＳＮＳを用意して、それぞれの関係のところ

が全部情報交換を行うシステムを作ります。フ

ェースブックを使おうと思っていますので、動

画等の共有も行う事によって、かなりリアルタ

イムで、いろんな情報交換が出来ると思います。 
 それから、先ほどちょっと言いましたけれど、

青森はちょっと遠いですけれど、山形、福島、

岩手、新潟それぞれちょっとずつやっていると

ころありますので、それらがブロック毎に研修

をしていただくということをすれば、これも急

速に進むのではないかなと思っています。 
 掲示の数値ですが、一つは指導要領の問題な

のですが、おっしゃるとおりです。自分の事務

所の方で、実験をかねて塾をやっていますが、

１週間に１回１時間の授業でだいたい１年から

入ってきた子達というのは４年生で６年分は終

わります。僕もショックを受けるくらいに早く

すすむので驚いています。中にはおばあちゃん

が、授業全然ついて行けなくてという風に２年

で入ってきた子が２年間で学級の超トップに立

ってしまって、もう、周りの子が馬鹿に見えて

きたから、私は中学受験すると言って、進学塾

に移ったという、信じられないことが起きてい

て、どうも、勉強の仕方を変えることによって

これくらい変わるということが見えてきていま

す。 
 もう一つ、指導要領を破ることについては、

宮崎県延岡市が市内一斉に行っておられ、現在、

内閣府のスーパーシティ構想へ応募されていて、

この構想でこの指導要領をはずということを提

案されています。これが通れば学年を超えた学

習というものをどんどん進めて行くことになろ

うかと思っています。私自身が中学校３年生の

段階でこのペースで行ったあと、高校の大学入

試のところ一通り終わり、高校に入ると大学入

試の模擬試験を受けることが出来て、あと何点

足りないのか見えてくるので、高校３年間の学

習目標がはっきりする。予習するということが、

学校を無視するということではなく、追い越し

て学習することによって、先生に教えてもらう

ことが輪郭を持ってはっきりしてくる。このこ

とを俯瞰的理解と呼んでいますけれど、学習す

る全体像が見えてくると、細かいところで何を

したら良いか、逆にくっきりしてきます。 
 今年日比谷高校が、開成高校を追い抜くため

に、高校３年生の学習内容を自主学習と称して

２年生からやらせということが話題になってい

ます。それは指導要領破りになるのですが、子

ども達が勝手にすすむということを学校がサポ

ートするのであれば、指導要領上問題はありま

せん。いよいよ来たかなという感じはしていま

すので、黒木さんの御提言はまさしく今の今に

あった提案だと思いました。以上です。 
 

黒木委員： ありがとうございました。 

 戦前、飛び級という制度があって、勉強の出

来ることは飛び級していたと思うんですけど、

自分の経験では、小学生の時のことを思います

と、勉強出来ないことに２種類ありまして、授

業について行けないタイプと、授業が退屈だと

いうタイプと思います。退屈だと授業に集中し

ないので、集中しないと出来なくなってします。

なので、おもしろくするというのは、スピード

が速いとおもしろいはずなので。今のカリキュ

ラムを文部科学省がどのように作っているか判

りませんけど、小学生の子がうちに帰ってお手

伝いをしないといけない、弟妹等の面倒を見な

きゃいけないという中でのカリキュラムの様に

見えてしょうがなくて、現実に全然対応してい
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ないので、普通にやれば３年で終わる気がする

んです。なので、文部科学省にどれだけ逆らう

のかという話になるのでしょうけれど、結局ス

ピードを上げるということは、子ども達の退屈

さを薄める、エキサイティングな授業をするこ

ととになるの。そうすべきじゃないかと思いま

す。 

ありがとうございます。 

 

宮下市長： 私も黒木委員が言ったことで、思うこ

とがあって、先取りとか習熟度別とかという話

は、むつ市の教育環境の中では、一番クールな

感じがするんですよ。ただ、一方で知り合いの

小学生とか中学生とか子ども達の話を聞くと、

例えば、プリント一枚宿題でもって帰るときで

も、「ここから先はやらなくていいよ。」という

指示が出ていたりする。あるいは、「やってな

いところはやらなくていいよ。」という指示が

出ていたり、子ども達は親のいうことを聞かな

いけれども、学校と先生のいうことを聞くので、

やらないですよ。そこで止まってしまうことが

すごくあって、そこに違和感があります。全体

として、指導要領どうしていくかという話は、

これは地域で話し合っていかなければならない

課題だと思います。それはそれで、文部科学省

で、やらなければならい部分があるんでしょう

が、ちょっとした伸びしろを踏みにじることが

あるんじゃないかと思うのですが。 

陰山先生どうでしょうか。 

 

陰山氏： おっしゃるとおりで、集中するとかスピ

ードアップするとかは、子ども達にとって喜び

なんです。ところが出来ない子はゆっくり教え

てあげないといけないという、根拠なくそうい

う風な話になってしまって、出来ない子に合わ

せ、ゆっくりで良いよ、というものだから、み

んなが出来なくなってしまう。みんながおもし

ろくなることが、現実に起きてしまっている。 

だから、はっきり言って、ゆっくり丁寧な指

導は最悪なんですよ。ゆっくりで集中しないし、

丁寧で受け身にすることなんです。余り大きな

声で言えませんが、私は雑で早くやっていたん

です。そうすると子どもは出来るようになるん

です。そこで何が起きるというと、子どもが勉

強を好きになるんですよ。子どもが親に合わせ

て言っているのかと思ったら、特に最近の子ど

もは勉強好きになりますね。全部自分で進めて

行くんです。そういう風景をいろんな学校で見

ていますので、私たち自身、勉強と子どもの関

係を根本から見直す必要を感じています。です

から、市長さんがおっしゃっていることは、そ

のとおりだと思います。 

 

宮下市長： ありがとうございました。 

   長岡委員お願いします。 

 

長岡委員： 今日の、陰山先生のお話ですね、個人

的にも親としても、また、地方都市に生きる者

としても、もっと早くお聞きして、実践してお

けば良かったなと想うばかりです。 

 私の個人的な問題意識として、地方都市にお

いて、非認知能力を高めるということを課題と

して持っております。非認知能力を高めること

が認知能力を高める関係にあることを様々なと

ころで見聞きしておりまして、自然に触れると

か、地域の大人達といろんなことで関係を結ぶ

とか、そういうことが認知能力、学力を高める

ことにつながればいいと思うんです。今日お話

しいただいたことは、どこも地方都市ばかりで

したので、やり方によっては、学力、認知能力

が伸びていくのは大変心強い思いがしたんです

けれど、地方において、認知能力を高めること

において、様々利点があればいいなと思うんで

すけれど、陰山先生がお考えの地方ならではの

利点というのはどのようなところにあるのかお

聞きしたいと思います。 

 

陰山氏： 子ども達が本当の意味で創造性を高めて

いくのは、絶対地方の方が向いていると思いま

す。それはなぜかというと、理系のノーベル賞
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受賞者の多くは地方出身者なんです。ああいう

方の話を聞いていると、幼少期の自然体験とか

極めて地方から出てきている。私、前原巧山と

いう人間がすごく好きで、絶対社会科の教科書

に載せたいです。何をしたかというと、日本で

初めて蒸気船を走らせた人です。宇和島藩のた

だの職人で、ペリーが来て４、５年後に藩主に

命じられ、無理矢理作らされて、ところが自分

が長崎まで蒸気船を見に行って、帰ってきて自

分で研究して作っているんです。見たこともな

く、理屈も知らないですけれど、１年後に自分

で設計して作ってしまっているんです。脳とい

うのはそれくらい高いポテンシャルを元々持っ

ている訳なので、ものすごい勉強をあらかじめ

させようとする必要があると、私は思わないで

す。子ども達に、のびのびやらせているのは、

まさにそのとおりで、ただし、基礎学力とか脳

の働きを自分で十分高めるというトレーニング、

いわば寺子屋ですね、これが一番重要で、これ

からの時代、もう一回変化が起こるということ

ですけど、文明開化の時よりましでしょ。文明

開化が何で達成できたかというと、寺子屋があ

ったからです。脳みそをとことん高めれば、全

部一緒だろうと。そういう点では、地方都市の

方が必要にいると。都市部の方でもそういうこ

とは知っていただかなければならないので、東

京都内の教育委員会に働きかけて、なんとかこ

れやってくれないかなと働きかけしているとこ

ろです。 

 

長岡委員： ありがとうございます。 

   大変力をいただきました。 

 

宮下市長： ありがとうございます。 

 次、納谷委員お願いいたします。 

 

納谷委員： 素晴らしい講演、聴かせていただいて

大変ありがとうございました。 

 私は、中学生の子どもを持つ保護者であり、

目からウロコと言いますか、反省しきりでお話

を聞かせていただいたんですけれど、昨日も娘

に、まだ３０分しかまだやっていないの？とか、

英単語覚えなさいとか、そういうことばかりを

子どもに押しつけてきたのかな、という風に反

省しながらお話を聞かせていただきました。お

話の中で、小学校６年間で一貫して同じスタン

スで教育していくことがすごく大切だという風

におっしゃっていたと思いますが、公立の小学

校、中学校の場合、やはり校長先生もそうです

けれど、先生方の転任というか、異動していき

ますので、一貫して同じ先生方で６年間続けて

いくことが出来ないです。それを実現するため

には、教育委員会ももちろんですし、地域、あ

と全体、教育に携わる人たち全体の共通の認識

というのがすごく大切なんだという風に思いま

した。 

下北管内で、大規模校と小規模校がすごくあ

りまして、大規模校だと、たくさんの先生がい

て、一つの教科に対して専任の先生で教科を教

えていけるんですけど、小規模校だと、一人の

先生が全てをまかなってやっていく形になって

いくので、どうしても大規模校と小規模校の教

育の差というものが出てくるというのが実感し

ていまして、共通の教材を使うことによって、

むつ下北管内の子ども達が、同じような傾向が

出るというのが興味を持ちましたので、是非、

すぐやっていただきたいと。むつ市でもやって

いくべきだと思いました。ありがとうございま

した。 

 

宮下市長：  ありがとうございました。 

 教育長お願いします。 

 

阿部教育長： ３点お話ししたいと思います。 

我々学校の教員が何を目的にしているか。そ

れは子ども達の可能性を最大限保障する。この

１点につきます。 

 私は、中学校の教員として、よく高等学校に

足を運んだのですが、ある時、こういう指導を

している場面に遇いました。高校の教師が子ど
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も達に、「みんな、あと何年か、何ヶ月かすれ

ばたった一人の全国大会に臨むことになる。」 

意図は、資格試験であれ、入学、入社試験で

あれ、自分と同年代の見たこともない、日本中

の人間と夢を叶えることが出来る、そういう場

面に移るんだよ。だから、がんばろうね。それ

を聞いていて、そうだな。自分は中学校だから、

子ども達が何年かすればそういう場面に向き合

うことになる。そのときに子ども達がどんな道

を選ぶにせよ、可能性を捨てることなく、自分

の意思で決められるように。そういうことを、

特に中学校は義務教育最後ですので、社会的自

立の一つとして責任を負わねばならないのかな

と思いました。 

 今日の御講演を聴いていまして、ご発言には

なかったんですが、著書の中にこういう一節が

ありまして、「みんなで勉強するから判って楽

しい。」そういう表現がありました。私は、学

校は集団活動の中で、個を育てる。そんな場で

あると考えています。従って、そうだよな。と、

頷きながら読ませていただいて、協力というの

は、みんなが同じことをすることではありませ

ん。同じく著書の中で、「授業の中で、待ちの

時間を作ってはいけない。」という記述があり

ました。先ほど、黒木委員のお話にもありまし

たけれど、判ってしまって、待っているのであ

れば、誰のための時間でもないと思います。も

し、そういう子どもがいるのであれば、「ちょ

っと教えてご覧よ。」リトルティーチャーとし

て使っていく。あるいは、先ほどお話しがあっ

たように、「これやらなくていいよ。」というプ

リントがあるならば、「挑戦してご覧。」そうい

うふうな時間にすることが出来るかもしれない。

そういう工夫によって、みんなが勉強するから、

判って楽しい。これが全ての児童・生徒に保障

できる学校を目指していかなければならないと

感じました。 

 同じくお話の中にありましたけれど、昔は、

学習指導要領は上限でしたので、１ミリも踏み

越えてはいけない。そこに書かれていないもの

を教えてはいけない。そういう扱いでした。今

は、違います。今は、下限になっていますので、

書かれていないことを学ぶことに制限はありま

せん。唯一の制限は、児童・生徒の負担過剰と

ならない、だけです。もちろん学年を超えるこ

と等に関しては一定の制限はありますが、学習

指導要領の研究開発という制度があります。文

科省で申請を受けてくれれば、それを踏み越え

た特別なカリキュラムを組むなどは可能です。

いろんな知恵を絞りながら子ども達の力を育て

ていかなければならいのかな。と、御講演を聴

きながら、そしてご本を思い出しながら考えて

いました。その工夫の一つとして、 例えば、

自学予習についてお話になりましたけれど、そ

して、行動に制限なく出来る。そんな風に思っ

て、自分の経験と照らし合わせて聞いていまし

た。中学校の教員ですので、入試があります。

どうしよう。みんな教えないといけない。教員

は一生懸命で、子どものためにしたいので、本

当に悩みます。でも、例えば、県内で同じ教科

６社が教科書を出して、全部の学校が選んで使

っていると、６社に共通して、黒字で書かれて

いるところしか入試に出ません。自分の使って

いる教科書が黒字でも、他の教科書が黒字でな

ければ、それを出すことは当然出来ないわけで

す。はたで言うと、これが文部科学省の言う、

基礎基本になります。そんないろいろな知恵を

工夫しながら今日ご発言があったような自学自

習ですとか、予習ですね。そのようなことに取

り組んでいけば、子ども達の可能性さらに高め

ることが出来るのかな。と、思って伺っていま

した。 

本当にありがとうございました。 

 

宮下市長： 陰山先生、教育長はじめ、会場には

小中学校の校長先生や先生方も、多くお見え

になられています。是非激励のお言葉をいた

だければと思います。 

 

陰山氏： 私自身も、校長をやり、教育委員会にも
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関わってきて、一番強く思うのは、学校が学校

だけで頑張っていると、それはもう消耗してし

まうということですね。このように、市長さん

自らが教育に関心を持たれ、そこに地域の方々

に集まっていただいて、学校教育いかにあるべ

きかということを中期の課題としてやって行か

れるというのは、教育というものが本当の力を

持っていくということになりますので、この環

境を活かして行かれるのがいいのではないかと

いうことを一番に思います。 

 それから、もう一つは、今日私が申し上げた

ことは、今迄の教育の常識からは相当外れたこ

と、新しいことだろうと思います。ですから、

正直なところ戸惑っておられる方も多いと思い

ます。私自身が戸惑いました。「なんなんだ、

これは。」って。それを克服する一番良い方法

は、飯塚市を参観されることです。最前線を見

て最前線で動いている子ども達や教師や地域、

教育委員会のマネジメント。文部科学省で一番

考えたいことはここだろうと思います。現場を

見ようとしない。ですから、良いこと言ってい

るだけれど、ボケているんですよ。文部科学省

自身が地方の出張所を持たない、お客さんみた

いな官庁ですから、他の官庁は出張所持ってい

ますよね。国交省の出張所であるとか、そうい

うところがないところなので、非常にもともと

構造的に弱いと。地方で頑張って良い実績を出

しているところを、きちんと評価して、それを

広めることをしてもらえれば、文科省の言って

いることにも説得力が出ますし、頑張ってきた

ところはそれが評価されたということで喜びも

します。それがない以上は、例えば、むつ市の

先生方が、良い刺激を受けたという点では、飯

塚市、田川市を、出来れば市長さんや教育委員

会の方、地域の代表の方が行かれて見られた方

が良いと思います。私もここまで教育がダイナ

ミックに展開するなんて思ってもいませんでし

た。私もびっくりしましたし、提案した教材が

公費で全部に配られるというのが最高の喜びと

同時に最高の恐怖でした。原点を見ていただく

ことが、教育とか教師の仕事の面白さにつなが

っていくと思います。ちょっと遠いですけれど、

行かれることをお薦めします。 

 

宮下市長： 先生ありがとうございました。 

   今日は、会場からも１、２名ちょっと質問を

承りたいと思いますので、司会の方お願いしま

す。 

 

事務局： それでは、会場の皆様から、感想、質疑

等賜りたいと思います。時間の関係上２人ほど

とさせていただきますが、よろしくお願いしま

す。発言の方はお名前をお聞かせ願います。挙

手をお願いします。 

 はい、小さいお子様です。先生よろしくお願

いします。 

 お名前をお願いします。 

 

市民Ａ： 感想ですが、今日は、たくさんの時間

を使い、私たちにわかりやすい言葉を使って

いただき、学力を上げるには、具体的にこう

いうことをすれば良いというのが分かってう

れしかったです。 

 

事務局： ありがとうございました。 

 わかりやすい言葉で、これから自分が何をすれ

ば良いか分かったということです。 

 

陰山氏： 一言だけ言っておきます。 

   難しいことをじっくりやるよりも、まず真っ

先に基本的なことを高速にやること。それだっ

たら出来るよね。そして、出来ることをよりで

きるようにすることが一番大事だということを

心得ておいて下さい。自分のしたいこと、難し

いことが自然に出来るようになりますから。頑

張って下さい。 

 

事務局： ありがとうございました。 

 もうひとりお聞きしたいと思います。 

 お願いします。 



第 14 回むつ市総合教育会議議事録 

 

 
- 23 - 

 

市民Ｂ： 今日はありがとうございました。 

   先生のメソッドは、私の子ども小学５年生で

すけど、低学年の頃に参考書というかドリルを

探していたときに、出会えなくて、息子ですで

に実証済です。今日の講演会があるのを知って

非常に楽しみしていました。 

 先生のメソッドは単純に繰り返すことで、子

どもが昨日出来なかったことが、次に日には出

来ていて、タイムも取ってやってると、どんど

んタイムも短くなっていて、そうするとスピー

ドですね。子どもがのめり込んで集中して、自

分のものになっていくという様子を目の当たり

にして、理にかなったやり方を提唱している方

だなと思いました。 

 お聞きしたいと思ったのは、子どもは子ども

らしく遊んで、家の中で基礎をしっかりやって

いれば良いとか、田舎ならではの良さというの

があるというお話だったんですけど、先生、日

本中活躍されていて、直感的に感じるむつ市と

いう地域での役割とか可能性というものがどこ

にあると感じておられるかお聞きしたい。 

 

陰山氏： 難しい話になりましたね。 

 昔と違って今は地方が直接世界につながって

いける時代です。むつの良さというのが自覚さ

れれば、世界を相手に様々な経済活動はじめい

ろいろな良さを提供していくことが出来るよう

になる。東北地方全般に感じることですが、野

心がちょっと弱いかな。 

 

市民Ｂ： 住んでいる人方が魅力に気づいていない

ということですか。 

 

陰山氏： そう言えばそうです。 

 例えば、お子さんが東大に行きたいと言った

ら真っ先にどうします？ 

  

市民Ｂ： 東大を受けたいと言ったら、想像してい

ないから・・・ 

 

陰山氏： そういうときはですね、こう言ってほし

いです。 

  「良いじゃん、きっとやれるよ」 

   きっとやれると言ったら、子どもは、「は、

やれるんだ」と思うわけなんです。そうすると

前向きになれるんです。だめとか他に方向転換

することがあるかもしれないけれど、子どもが

やろうと思ったときに、どんどん前に向かって

いくということを教えてあげてほしいです。 

 東北の方もいろいろ関わっているんですけれ

ど、そこは九州あたりに比べると弱いと感じま

す。北海道はまた違う。青森は独特の文化があ

りますよね。三内丸山からはじめ、東北をひと

括りに出来なくて、県とか地域ごとの独自性が

はっきりしているんです。これを逆説的に言う

と、他のところとの交流はひょっとしたら弱い

かもしれない。 

良いことは活かしながら、交流するとかどこ

かに持って行くとか、一言で言えば開放性です

よ。突き詰めていけば国際性です。そこのとこ

ろは地方にとっては鍵になっていて、東北の人

は村を出るということを覚悟した方が良いです

ね。そして、何人かの人は帰ってくるし残りも

しますし。中途半端に大人の目先の利益にとら

われないことです。子どもが突拍子もない大き

な夢を描いたら、目一杯応援してあげることが、

東北地方には有効だと思います。東大だと、世

界に通じていきやすいし、いきなりハーバード

大狙ってもかまわないし、そういう突拍子もな

いことを子ども達に考えられるような、そうい

う大人達であってほしい。環境づくりとして。

そういう風に思います。 

 

市民Ｂ： ありがとうございます。 

 

事務局： ありがとうございました。 

 

宮下市長： まさかの児童からの質問ということで、

すごくうれしくい思います。質問ありがとうご
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ざいました。 

 最後になりますけど、今の質問にもあったん

ですけど、自分たち大人が、どこかで自分たち

がここまでしか出来ないと持っている。そこを

取り払っていくことから始めなければいけない

し、講演の中にもありましたが、学校の組織と

して６年間先生が変わっても同じような教育が

出来るようにという話がありました。それは、

もう少し高度なレベルで行けば、地域全体とし

ても、教育委員会が、我々が支えて、どこの学

校でも同じような教育ができるようにしなけれ

ばいけないと思います。まさにむつ市の未来と

教育が連動しているお話については、私の責任

でもありますので、しっかりと考えてきたいと

思います。今日発表してくれた子どももそうで

すけど、子ども達は私たちのむつ市の日本の未

来を作っていてくれると思いますので、私たち、

今日のお話を活かしてしっかりやっていきたい。

また、これをきっかけにむつ市の方をご指導い

ただければと思いますので、どうぞよろしくお

願いします。 

 先生、最後一言お願いします。 

 

陰山氏： ありがとうございます。 

 私も青森の方好きなところですので、是非関

わりさせていただきたいです。その手続きをし

くしくやっていただければと思います。 

 市長おっしゃったとおり、むつ市に限らず日

本全体が、所詮日本なんていう、ほんの２０年

前まではナンバー１ともてはやされていたのが、

なんかこう内向き思考になっていますよね。そ

このところの風紀を変えるためにも、子ども達

にも夢を持ってもらいたい。 

現地の先生達にお願いしています。それは、

自分たちが子ども達に対してどこに行っても恥

ずかしくない、日本中、東京のど真ん中だろう

が、ニューヨークだろうがどこでも通じる力を

教えてきたと。そして君たちは一から身につけ

たと。そのことだけは信じて頑張ってくれと。

どこへ行こうともこの地で力をつけた、つけて

もらったということを覚えていてほしい。そう

いうことを子ども達に伝えてほしいということ

をお願いしています。 

 やはり、私たちの生き方が子ども達の未来を

決めるんだということです。 

 私の方も頑張っていきたいと思いますので、

こちらこそよろしくお願いしたいと思います。

どうもありがとうございました。 

 

宮下市長： ありがとうございました。 

 

事務局： これをもちまして、第１４回むつ市総合

教育会議陰山英男氏講演会を終了いたします。

どうも、皆様ありがとうございました。 

本日の講演内容につきましては、要点をまと

め、むつ市ホームページに掲載したいと思いま

す。 

 また、皆様のレジメの中にアンケートが入っ

ていると思いますので、こちらに御協力をお願

いいたします。 

 それでは皆様、お気をつけてお帰り下さい。

ありがとうございました。 

 


